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I.千代田区緑の基本計画の役割、位置づけ 
 

１.緑の基本計画の特徴と目的 

 

『緑の基本計画』は、平成 6 年 6 月の都市緑地保全法の一部改正により創設されたもので、都市にお

ける緑地の保全及び緑化の推進に関する施策を、総合的かつ計画的に推進することを目的として、区

市町村が主体となって策定するものです。 

従来の「緑のマスタープラン」が主として対象とする都市計画に関する事項と、「都市緑化推進計

画」が主として対象とする公共公益施設の緑化及び民有地の緑化推進について、合わせて定めるもの

で総合的な緑に関する計画です。 

都市緑地保全法は平成 16 年都市緑地法に改正され、都市公園の整備の方針を定められるようにな

り、建築確認に関連して強い規制が可能な緑化地域制度、地区計画緑化率制度が創設されました。 

また、都市緑地法は平成 29 年に改正され、都市公園の管理の方針を定められるようになり、市民緑地

制度が拡充されました。 

 

 

 

緑の基本計画の特徴 

①都市緑地法に基づく法定計画 

②住民に最も身近な地方公共団体である区市町村が策定する計画 

③従来の緑のマスタープランと都市緑化推進計画を統合・強化した都市の緑とオープンスペース 

に関する計画 

④行政区域全域を対象とし、公共施設のみでなく民有地も対象 

⑤法律に基づく措置から普及啓発活動等のソフト施策に至る幅広い内容を含む 

⑥計画の実効性を高めるために区民に対する計画内容の公表の義務づけ 

⑦計画上の制度として、集中的に緑化事業を行い、緑化モデルとなる重点地区を設置 

 

 

 

２.千代田区緑の基本計画の位置づけ 

 
千代田区緑の基本計画は、21 世紀に向けて生活の豊さを実感できる緑あふれた都市づくりのため

に、区における緑とオープンスペースの確保に関する具体的な指針として、緑の将来像、基本目標、

緑地の配置や緑化の方針及び緑地の保全や緑化の推進に関する施策を、体系的に位置づけるもので

す。 

本計画は「千代田区基本構想・基本計画」「都市計画マスタープラン」と整合を図り、各種方針・

調査をふまえて策定します。これまで本区が策定した方針としては、「公園整備方針（平成元年 10

月）」や「緑化方針（昭和 63 年 3 月）」があり、関連調査としては、緑地的空間のあり方と推進方策

を検討した「千代田区緑地的空間整備調査（平成 3,4 年度）」、公園緑地の整備推進方策を検討した

「千代田区公園・緑地等整備基本計画策定調査（平成 6 年度）」のほか、「緑の実態調査」を平成 7

年度に実施しています。



 

 

 

◇ 緑の基本計画の位置づけ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇「修正千代田区基本計画」（平成 9年度～平成 14年度）は平成 9年 3月、社会経済状

況の変化と厳しい財政状況をふまえ、着実に施策展開を図るため、「千代田区新基

本計画」を改訂策定したものです。 

「緑の基本計画」については、定住人口の回復と安心して生活できる潤いのあるまち

をつくるため、潤いのある快適なまちづくりを進める施策として位置づけています。 

 

 

 

◇東京都緑のマスタ―プラン改定基本方針 

広域的観点から緑地の配置を定めたものとして、 

『東京都緑のマスタープラン（昭和 56年度）』が

あります。 

平成 7年 11月、①土地利用による緑の減少や緑

と景観に対する関心の高まり、②余暇活動の多様

化、③高齢社会への移行、④防災に対する都民意

識の高まりを背景に、『東京都緑のマスタープラ

ン改定基本方針』が示され、新たな基本方針を右

記のように定めました。 

新基本方針 

○自然地の保全と生態系の回復 

○まちづくりの基盤となる水と緑の 

ネットワークの形成 

○身近な生活圏での公園の充実 

○安全・安心の基盤となる緑地の形成 

○多様なレクリエ―ション需要への対応 

○緑の景観を守り育てる 



 

 

また緑地の確保目標量、緑地の配置の考え方

が示されています。 

 

 

緑地確保目標量 

①都市計画区域面積の概ね 20% 

②都市施設である公園緑地等は 11.9㎡／人 

③住区基幹公園は現況の 2.5 倍前後の拡充を図り

市街化区域面積に対し 2%以上 

 

 

 

「地の系」「水の系」によるネットワーク化を柱と 

する緑地配置 

地形の変化点を結んだ「地の系」、河川や水路の 

「水の系」により緑のネットワークを位置づけると   

しており、本区では「山の手の系」「神田川の系」 

がこれにあたります。 

 

 

 

 

 

 

 

◇ネットワーク体系図 

 

 

 

広域的水と緑のネットワーク「地の系」「水の系」 

 

 
 

 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 



 

 

 



 

 

Ⅱ.千代田区の緑の現況 
 

1.緑のあゆみ 
 

 

江戸時代には千代田区は、大名・旗本屋敷の庭やこれに連なる多くの寺社の境内地による自然共生

の庭園都市でした。 

明治時代になると、これらの多くは荒廃し、寺院も廃仏授釈により破壊されてしまいました。 

そしてその後の発展、人口の増加にともない、緑の減少は続きました。 

特に関東大震災は下町の緑をほとんど奪い、第二次世界大戦の大空襲では山の手の緑の大半を失っ

てしまいました。東京オリンピックの後、都市緑化が積極的に行われたものの、高度成長等により土

地利用の高度化が進み、身近な緑は失われていきました。 

しかし、現在でも区の中心部にある皇居を中心とした樹林や、その水辺には多くの鳥類が観察でき

る自然度の高い空間を維持しており、それらは 23区レベルの環境を支える緑の中心となっていま

す。 

 

2.緑の現況 
 

本区の緑は樹木のまとまりである樹林が主体で、庭にあるような小さな緑が少ない都市です。緑の

現況は、区域をおおう緑の面積割合で知ることができます。緑被地は樹木地と草地を合わせた土地を

いい、緑被率は緑被地の占める割合をいいます。平成 7年に実施した「緑の実態調査」によると、緑

被率は 19.1%（緑被地約 222ha／区の面積 1164ha）で、東京都 23区中 5位（平均は 16%）であり、そ

のうち樹木によるものが 190ha(16.3%）です。面積 300㎡以上の樹林地は約 158.9ha(13.7%)で、その

多くが都市公園等の大規模緑地にあります。 

区の面積の約 5分の 1弱が緑地ですが、地区により緑の量に大きな差があります。地区別緑被率の

分布を見ると皇居や皇居周辺、計画的に整備された大手町から霞が関にかけての地域や、一宅地当た 

りの形状の大きな地域に、多く分布しています。

一方で、関東大震災によって大被害を受け、その

後の震災復興事業の土地区画整理事業により基盤 

整理がされた神保町から神田にかけての下町の地

域では、緑の著しく少ない地域となっており、緑

被率は 5%に満たない状況です。 

なお公園緑地や樹林は、植物からの蒸発作用に

よりヒートアイランド現象などの気温の上昇現象

を緩和する働きがあります。 

本区は年間を通しておおむね温暖ですが、長期

的状況下では年々平均気温が上昇しており、ヒー

トアイランド現象化が進んでいます。 

 

◇地区別緑被率の分布 



 

 

3.公園の現況 

 

公園整備の歴史は、明治 23 年の清水谷公園、明治 36 年の日比谷公園の開設に始まり、震災 

復興事業でほぼ現在の骨格が形成され、その後の高度成長の中で小規模な公園が確保されてき 

ました。 

本区には都市公園法に基づくものとして、街区公園 16 カ所（他に都市公園法外で、2 カ所区 

で管理する公園があります）、総合公園 2 カ所、風致公園 2 カ所、都市計画緑地 1 カ所、さら 

に条例等による公園（児童遊園、広場）34 カ所で、これら公園緑地等の都市施設とする緑地合 

計は 194.18ha です。 

「東京都緑のマスタ―プラン」（作成中）では、区部における公園緑地等の都市施設とする緑 

地の確保目標量を l1.9 ㎡/人としています。本区では一人当たり（住民基本台帳登録数）の面 

積は、48.65 ㎡/人で大きく超えています。しかしながらそのほとんどは、利用等に制約を受け 

る国民公園等（皇居東御苑、皇居外苑、北の丸、千鳥が淵戦没者墓苑、国会前庭）5 カ所計 14 

2.79ha の苑地や墓苑であり、区民が気軽に利用できる緑地は、都立公園（日比谷公園、外濠公 

園）2 カ所 19.51ha と区立公園（都市公園、児童遊園、広場）55 カ所 8.61ha にとどまってい 

ます。 

身近な公園といえる街区公園は 3.75ha であり、0.94 ㎡/人（住民基本台帳登録数）で※国の 

整備標準である 1 ㎡/人にかろうじて近づいていますが、コミュニティの核となる近隣公園・地 

区公園は全く整備されていないため、絶対的に不足しています。なお、都の住区基幹公園（街区 

公園・近隣公園・地区公園を合わせたもの）の目標確保量は、市街化区域面積の 2%（本区は 23. 

28ha）以上の確保としているのに対し、0.32%と大きく下まわっています。 

一方、本区の昼間人口は約 95 万人（平成 7 年度国勢調査）と多く、公開空地等による休憩ス 

ペースや緑による景観形成等、夜間人口とは異なる緑の機能も重要であることから、緑地や緑の 

あり方を検討する必要があります。 

防災上、大規模緑地が多いことから、区内の避難場所はほぼ 2km 圏内に確保され、不足地はな 

いと言っていい状況にあります。しかし人口が密集しているため、災害の危険度が高いとされて 

いる本区北東部の地域においては、一時集合場所であり、その後の復興・復旧の拠点となる住区 

基幹公園も不足しています。 

（※街区公園 l ㎡、近隣公園 2 ㎡、地区公園 1 ㎡/人の合計 4 ㎡/人です） 
 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 
都市公園・児童遊園・広場一覧 

 

 

区立公園の種類 

〇都市公園―――都市公園法に基づいて設置される公園であり、東京都千代田区都市公園条例

に基づいて管理される施設 

〇児童遊園―――地方自治法及び東京都千代田区立児童遊園の設置及び管理に関する条例に基

づいて設置及び管理される施設 

〇広  場―――東京都千代田区立広場の設置及び管理に関する要綱に基づいて設置及び管理

される施設 

 

 

 

 

 

 



 

 

 



 

 

 
 



 

 

〔備考欄用語説明〕〇市改新…市区改正による整備（新設） 

〇復計 …震災復興計画による整備 

〇寄付 …寄付による整備 

〇区・都・固有地、社寺有地、民間所有地…土地所有者 

 

〔都市計公（東京都都市計画公園緑地と決定されているもの）〕 

 

〇街区公園…  専ら街区に居住する者の利用に供することを目的とする公園で、面積 0.05ha

以上 1ha未満規模のもの。区の都市公園では、16カ所が該当している。ただし、

緑地の現況上（前ページ）では区の都市公園の残りの 2ケ所も加算し、18ヶ所と

している。 

〇総合公園…  1区市町の住民の休息、鑑賞、散歩、遊戯、運動等総合的な利用に供すること

を目的とする公園で、面積 lOha以上のもの。都市計画決定区域の一部、又は全

部に係わって設置されている区の都市公園では、「清水谷公園」を「紀尾井町公

園」と称し、「日比谷、千鳥ケ淵、九段坂、皇居東御苑、皇居外苑、北の丸、千

鳥ケ淵戦没者墓苑」を合わせ「中央公園」と称している。 

〇緑  地…  緑地としての永続性が将来とも担保されているもの、将来的に担保する必要 

あるもの、および社会通念上の緑地として将来も永続性を有するもの。 

区では 1ヵ所「外濠」（面積 26.63ha）が決定しており、区の「五番町児童遊

園」が含まれている。 

〇風致地区…  都市内の人間の視覚によって把握される景観のうち、樹林地、水辺地等の自然

的要素に富んだ土地（含む水面）における、良好な自然的景観を維持するために

定める地区。 

区では弁慶橋地区（約 21ha）、市ヶ谷地区（約 16ha）、お茶の水地区（5.lha) 

が該当している。 
 

〇特殊公園（風致公園）… 区では国会前庭（約 5.52ha）、靖国神社境内（未開設）が該当。 

 
 

 

 

 

 



 

 

◇公園整備面積 
               

   

※                       

                      都立・国民公園 平成 9年 4月 1日現在 

東京都都市計画公園緑地等調書 

区立公園    平成 10年 1月 1日現在     

夜間人口    平成 10年 1月 1日現在     

住民基本台帳登録数      

昼間人口    平成 7年国勢調査より抽出   

 

 

 

 
 

←清水谷公園、千鳥ケ淵公園、九段坂公園 



 

 

 

4.街路樹の現況 
 

計画的な道路整備に応じて、街路樹整備が進め

られており、植栽可能な場所にはほぼ植えられ、

街路樹によるネットワークは発達しています。 

区の※公共施設緑化基準では、歩道幅員 2.5m

以上の歩道について、道路の区分または状況に応

じて植樹帯、街路樹またはそのいずれかを設ける

こととして、緑化を進めています。特に下町の商

業地域では、連続的な緑やまとまりある緑は、街

区公園を除くと街路樹のみという状況にあり、街

路樹の果たす役割は非常に大きくなっています。 

街路樹の種類としては、落葉広葉樹（全 

体の 6割をいちょう、すずかけの木、とうかえで  

で占めます）が多く、種類もかたよりが見られる 

ため、多くの種類の樹種を導入して、質の向上を  

図ることが必要です。 

（※公共施設緑化推進要綱一平成 2年 8月施行、

区の公共施設の新築の際に適用、区が設置 

または管理する道路を対象） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

◇空間距離の長さに対し、十分樹冠が発達した街路樹例 

 

◇自然的な空間を道路に形成する緑化道
路 



 

 

5.水辺の緑の現況 
 

江戸時代から続く水の都であり、区の水系としては内濠、外濠の濠と隅田川に至る神田川、 

北部を東西に縦断し隅田川に至る日本橋川の、2 つの河川があります。 

内濠が皇居と一体となった都市計画公園として、外濠および神田川が風致地区、都市計画緑 

地として保全されているのに対し、そのほとんどを首都高速道路に覆われた開渠による日本橋 

川は、江戸城の石垣を残す歴史的にも重要な資源であるにもかかわらず、一部を除きカミソリ 

型護岸が続き、緑地空間や水面としての機能を失っています。 

橋詰めには、震災復興からの歴史を伝える児童遊園等が比較的多く設置されていますが、周 

辺を生け垣等で覆われ、あまり有効的に利用されていない空間も残されています。 

斜面の緑としては、外濠、内濠に沿った方面を覆う草地や樹林が長く連続しています。 

 

 

 

橋詰広場の歴史的意義 

震災復興事業において橋詰広場は、形状や設置可能施設（交番・トイレ等）が決められました。ま

た、橋の美化を目的として、樹木の植栽や芝を張る等による緑化が施されました。 

震災復興事業では橋詰広場の整備のほかに、小公園（街区公園）等の公園整備、幹線街路の整備と

街路樹の整備もおこなわれ、公園群と街路樹網や水路網による緑水ネットワークが形成されました。 

 

橋詰は緑と水のネットワークの結節点となったのです。 

 

 

 

 
 



 

 

◇ 橋詰広場の児童遊園に占める割合 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

その他に神田橋公園（街区公園）、昌平橋橋詰広場等があります。 

 

6.民有地と公有地の緑化の現況  
 

民有地は、区の土地利用面積の約 30%(349ha）で、その多くは商業系の土地利用です。な 

お、区域の 60%以上が建ぺい率 80%、容積率 400%以上の商業地域と指定されており、地価も 

著しく高いため、民有地では通常の建築による敷地内緑化の余地が、確保できないところも 

多い状況にあります。（緑被率 5%以下～平成 7 年「緑の実態調査」より） 

一方、残りが公共公益施設用地で、官公庁施設や学校施設が多いことから、区の緑はこの 

公有地に多く分布しています。 



 

 

7.公開空地等による緑の現況 
 

都心において、新しくまとまった緑地を確保する有効な手法の 1 つとして、公開空地を評 

価することができます。都市開発や建築物の規制・誘導により、緑地の確保や緑化の推進が 

図られており、平成 9 年 12 月現在、区内の公開空地 61 件（特定街区制度と総合設計制度に 

よる合計）の実質公開空地面積（一部建設中を含む）は約 17.04ha です。しかし、ぱらつき 

もあり、公開空地面積が 500 ㎡未満の場合では、空地率が 50%を超えるものは極めてまれな 

状態です。 

公開空地の整備には、①休息・団らんができる広場状空地、②道路に準ずる快適な歩行空 

間・緑地的空間をつなぐネットワーク空間の歩道状空地、③貫通通路の通路状空地等ありま 

す。 

区内では、保安上の理由等により通路状空地が多く、広場状空地も道路側からはあまり開 

放的ではないなど、気軽に自由に利用できる機能を果たすには至っていない状況です。 

 

8.緑化意識の動向 
 

平成 9 年 11 月「区民世論調査」によると、「区として優先する施策」の中で「緑の保護・ 

育成」は高齢者、住宅、防災、に次ぐ 4 位（22.6%）で、平成 8 年 6 位（17.5%）、平成 7 

年 4 位(19.5%）と過去 2 年間でも上位を占めています。また「近くにあればよい区の施設」 

では、「公園・児童遊園」は 5 位(11.1%）で、平成 8 年 6 位(10.0%）とやはり上位に入って 

います。 

平成 7 年 11 月「区民世論調査」によると、「緑の満足度」は、緑や水辺に対しての満足度 

（満足している＋やや満足している）が区全体として 50%を越え、比較的高くなっています。 

ただし地域差は大きく、区北東部の下町を中心とする地域では 50%を割る地域もあります。 

また阪神淡路大震災以後、防災・災害への関心が高まり、「区に力を入れてほしい防災対策」 

においても、火災の延焼防止に役立つ緑地帯や公園等の確保は、非常物資の備蓄、災害弱者の 

安全対策に次ぎ、要望が高くなっています。なお空地があった場合、7 割近くの区民が緑地帯 

や公園等として確保することを望んでおり、安全に暮らせるまちという視点に立った場合、現 

在の公園の整備状況に満足していないことがうかがえます。 



 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※2 区に係わる地区について、公開空地実施面積は千代田区分のみを表示 
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9.緑の名所 
 

『景観賞の対象となった緑」 

過去 3回の景観賞では、次のものが景観的に評価されている緑地や緑として、あげられています。 

 

 

 
 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

今後も本区において、このような緑地の確保や緑化の手法は重要であると言え、一層の普及啓発 

を図ることや、建築物の建替えの際に用いられるように推進を検討することが必要です。 

 

「桜の都・千代田」 

本区の花「桜」にふさわしく、桜の名所が数多くあり、春には多くの人々が訪れ、にぎわいを 

見せています。また、多くの種類の桜を観察することができ、比較的長い期間にわたり花を楽し 

むことができます。 

代表的な場所としては、千鳥ケ淵公園、清水谷公園、靖国神社、イギリス大使館前、上智大学 

グラウンド等があげられます。このような名所をさらに増やし、またネットワーク化することによ 

り、緑のまちづくりのシンボルとして活用することが可能と考えられます。 

 

「ふるさと文化の散歩道と緑のネットワーク」 

本区の歴史的資源や都市の特性にふれながら楽しめる散策路として、3コース「北の丸コース」、 

「外濠コース」「駿河台コース」が指定されています。これらは案内板の設置や拠点施設の整備、 

パンフレットによる周知等により PRされています。 

このような緑地の確保と緑化の推進をセットした各種のコースづくりは、緑のネットワークの強 

化と施策実現の可能性の高さから、積極的に進められるものと考えられます。



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

Ⅲ.計画課題の整理 

 
「緑の現況」をふまえた課題は次のとおりです。 

 

 

(1)広域的・骨格的な緑の充実 

「日本の顔にふさわしい 23 区の環境を支える、緑と水のネットワークの形成」 

本区には皇居内の緑地をはじめとして、外濠や日比谷公園等まとまりのある規模の大き 

い緑地があります。これらの緑は、江戸時代から緑と水を基調に都市づくりを進めてきた 

ことを、現代に残す歴史的にも、文化的にも重要なものです。 

しかし、拠点的な緑地は多いにもかかわらず、それぞれの緑がつながっていないこと、 

日本橋川のように重要なオープンスペースが損なわれていることなどから、緑のつながり 

の強化や活用する可能性のある資源の機能強化を図るとともに、内濠内の緑地や外濠等の 

まとまりのある大きな規模の緑地を活用し、緑と水によりネットワークされた「都心千代 

田」を形成する必要があります。 

また、本区の緑地は本区のみならず、23 区レベルの環境を支える重要な緑となっており、 

     このようなネットワーク化を図ることは、区内はもとより 23 区全体にわたり、本区の拠 

点的な緑を出発点とする広域的な緑と水の軸や、都市に自然を運ぶ仕組みを形成すること 

になると考えられます。 

一方、千代田区は象徴的にも、経済的にも、行政的にも日本の中心にあたる場所にあり、 

    さらに内外から多くの人が訪れる日本の顔と言える場所であることから、緑にもその役割が 

求められます。 

 

（2）身近な緑の充実 

「著しく不足している身近な緑地や緑を、住む人、働き・集う人それぞれが、安心感や快 

適感のもとですごせるような創出」 

◎住む人、働き・集う人に配慮した身近な緑地の充実 

本区は大規模な緑に恵まれているのに対し、日常的に利用できる身近な緑地が著しく 

不足しており、積極的に緑の確保を進めていく必要があります。この場合、地域の人々 

のコミュニティの拠点となる場として確保するとともに、働き・集う人の利用をも意識 

した広場的な空間としていくことが望まれます。 

◎身近な空間におけるつなぐ緑 

緑地の機能を高めるために、緑の少ない地域で相対的に重要となっている道路の緑を、 

より一層充実する必要があります。これには人々が交流できたり、生物が移動できたりす 

るよう日常的なレクリエーションや自然性を高めたり、緑が続くことで、住む人、働き・ 

集う人に安心感を与える緑として育成することが望まれます。さらに、このような身近な 

緑で本区の資源をつなぎながら、緑と水のネットワークルートを形成することにより、特 

色ある景観を提供し、本区を深く印象づけることが期待されます。これらは本区への理解 

を深めるのみでなく、その魅力から定住者の増加へつながることも考えられます。 



 

 

(3）緑地の確保の推進 
「都市開発をしながら、同時に緑の創出と保全を進めるという考えのもとでの緑のまちづくりの推進」 

◎開発機会を活用した多様な手法による緑地の確保 

本区は土地利用の高度化が進み、地価も高く、オープンスペースの確保が困難な状況です。し 

     かし、コミュニティの拠点となる緑地は不足しており、公共施設用地の活用、市街地開発事業、 

建築物の建て替え機会の活用等、さまざまな手法により、積極的に緑地整備に取り組む必要があ 

ります。 

また、公共公益施設を中心に残る樹林や民有地の大径木等は貴重な緑であり、保全方策の充実 

が必要です。 

 

(4）都市緑化の推進 
「小さな空間でも創出できる都市縁化の手法の、公共公益施設、民有地それぞれでの展開」 

◎街路樹を始めとする道路、沿道の緑によるネットワーク形成 

道路の緑はネットワークを形成する上で重要な役割を果たします。とくに、神保町地域から和 

泉橋地域にかけての下町の地域では、街路樹以外はほとんど緑がない状況にあります。ゆえに、 

緑の重要性を認識し、多様な植栽構成による自然性の向上や一時集合場所につないだり、遮断効 

果のある植栽形式による安心感の向上等に取り組むなど、緑の質を高める必要があります。 

◎要所における重点的な取り組み 

緑と水の結節点（橋詰）、交通上の結節点（門、交差点、駅前）等は、緑と水のネットワーク 

の構造や歴史的な意義、景観的特徴から要所と捉え、多くの人々を出迎えることができるよう重 

点的な緑づくりをおこなう必要があります。 

◎公共施設、民有地それぞれでの緑化の推進 

小さな空間でも緑化を推進できるモデルとして、公共施設では積極的に緑を創出する必要があ 

ります。しかし、現在民有地への緑化誘導方策は十分ではなく、建替え等の機会を利用した緑化 

を推進する方策を充実する必要があります。 

 

(5）普及啓発の推進 
「区民の緑への意識に応えるとともに、日本の中心地に立地する企業の責務として緑づくりを位置 

づけ、住民・企業・行政が一体となった緑づくりの推進」 

◎日本の中心地に立地する企業の責務としての緑づくり 

将来にわたり、国際的に経済の中心地となるであろう丸の内を中心とする地域に立地する企業 

に対しては、日本の顔にふさわしい都市美の形成、自然と共生できる日本型都市の実現に寄与す 

る義務があると位置づけ、企業参加型の緑づくりを行っていく必要があります。 

◎区民と連携して進める身近な緑づくりと意識づくり 

区民の緑や土への関心・要望意識は高く、区民と連携しながら、身近な緑づくりや気運の醸 

      成に取り組む必要があります。 



 

 

IV.緑の将来像と基本目標 
 

１.緑の将来像  
 

(1）計画テーマ 

本区は古くから日本の中心地として発達しており、「日本の顔」として位置づけることができると 

ともに、職住が調和した都心型住宅地として、これからも多くの人々がふるさととして生活する都市 

であり、また約 100万人近くの人々が、働き・集う都市でもあります。 

そのため「住む人にとっての緑」「働き・集う人にとっての緑」「日本の顔としての緑」という 

3つの側面から緑をとらえることが必要です。 

本区には、江戸時代から育まれた皇居を中心とするまとまりのある緑や外濠があり、今では 23区 

の環境を支える中心的な自然となっています。一方で生活する人々にとっては、必ずしも十分に身近 

な緑があるとは言える状態ではありません。 

このような状況をふまえて、「23区の中心となる豊かな緑の充実とネットワーク化」により、23区 

の自然環境や生活環境を支える自然発信の拠点として、本区の緑を育てていくとともに、「身近なオー 

プンスペースや目に映る緑の充実」により、安心して末永く生活できる場や快適に働ける場を創出し、

「住民・企業・行政が手を携えあって」、歴史ある日本の中心地「千代田」にふさわしい緑のまちを実 

現するため、次のテーマのもとにまちづくりを推進します。 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

(2）緑の将来像 

①全区レベルを支える骨格となる緑の将来像 

「内濠リングと外濠リングを基盤とする構造的なネットワーク」 

本区には、内濠、外濠という 23 区レベルにおいても中心である緑地があるほか、江戸時代か 

ら現代までの都市づくりの過程で形成されてきた都市公園など、規模が大きく、象徴的・文化的 

意義の高い緑が多くあります。これらの骨格的な緑は日本の中心地としての象徴性、都心部の自 

然性・快適性・安全性等の確保に寄与していますが、内濠と外濠との関係が分断されている等、 

十分に機能を発揮していない側面もあります。 

一方で、現代においても自然共生型の再開発の気運が見られるほか、積極的な道路の緑化を進 

めるなど、今後も様々な工夫を凝らしながら緑の創出が進むことが期待できます。このため内濠 

（内濠リング）、外濠（外濠リング）を基盤としつつ、これらをつなぐ緑を計画的に創出し、区 

内のみならず東京都全域に向けた、自然を運び、緑と水を主役とする構造的なネットワークの形 

成を進めます。 

 

 

◇全区レベルを支える緑の将来像 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

②地域レベルを支える身近な緑の将来像 

「安心と快適を約束するコミュ二ティ拠点や要所の緑と身近な緑」 

地域によっては夜間人口がほとんどいない地域と、夜間・昼間人口ともに多い地域があり、そ 

れぞれの性格に応じた緑づくりを進めます。 

業務施設の多い昼間人口が中心の地域では、再開発などのまちづくりの機会をとらえながら、 

企業や国・都と連携を図り、日本の顔としての象徴性のある緑の景観や、自然と共生できる都心 

づくり、※テクノストレスの解消できる休息・休憩スペースが数多くあるまちづくりを進めます。 

一方で多くの区民が生活する場所では、コミュニティの拠点となる緑地を各地域に確保するほか、

住民・企業・行政が協力して、これらを補うまちかど広場や出会いの場を確保します。なおこのよ 

うな区域は昼間人口も多いため、これらの人々への配慮も図ります。また沿道の緑化や小さな緑・ 

花による道路の緑化等を進め、安心して末永く生活し、快適に働くことのできる緑づくりを推進し 

ます。                （※OA 機器の多様化に伴って起こる人間の精神的な疲労） 

 

 



 

 

2.計画方針と目標水準 
 

緑の将来像にもとづき、次のように基本方針と目標水準を設定します。 

 

 

(1）計画の基本方針 
①緑地について …… 

「豊かな緑を活用し、都市開発と調和しながら進める緑のまちづくり」 

江戸時代から続く重層的な土地利用の発達の中で、各時代の社会背景やまちづくり思想に応じて形 

成された緑地を、積極的に現代のまちづくりに活用するとともに、土地の利用転換や都市開発の機会 

を捉え、公園や広場の確保、緑豊かな水辺の形成を進めます。 

 

②緑化について …… 

「目に映る緑や緑のネットワークが充実した緑のまちづくり」 

象徴的な景観を形成したり、駅前や交通の結節点、橋詰め等の要所に着目し、重点的に緑の景観づ 

くりを進めるとともに、ネットワーク化が進んでいる街路樹で、街路空間に樹種が適合しないものに 

ついては樹種の更新によって、さらに質的な充実を図っていきます。 

また建替え等の機会を活用し、公共施設や民有地それぞれで接道部側の緑化を進めます。 

  

③普及啓発について …… 

「住民・企業・行政が一体となって進める緑のまちづくり」 

区民の緑や土への関心・要望意識をふまえ、屋上やベランダ等の身近な場所でできる緑化活動を 

様々に支援するとともに、土とふれあえる場の提供等により区民とともに緑づくりを進めます。 

また、日本の顔である本区に立地している企業に対し緑づくりの要請をし、一体となった緑づく 

りを進めます。 

 

 

(2）計画のフレーム 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

 

(3）計画の目標水準 
基本方針にもとづき計画の目標水準を次のように設定します。 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 



 

 

Ⅴ.全体の緑地の配置と緑化の方針 
1.基本的考え方 

全区レベルの緑の将来像にもとづき、構造的なグリーンベルトを形成するため、以下のような骨 

格となる緑地を配置します。 

また、内濠リングを除く千代田区全域を緑化重点地区とします。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

2.種類別方針 
①内濠リング 
内濠およびその内側の緑地（皇居、皇居東御苑、皇居外

苑、北の丸公園等）を「内濠リング」と位置づけ、文化と

歴史の象徴空間、23区の緑の中心地、23区の自然性を確保

する面の※ビオトープとして、今後も自然環境の保全と施

設の活用充実を図ります。 

また、内濠沿いの通りについては皇居周辺道路景観整備

計画に基づき、水辺と一体となった緑の景観の形成を図っ

ていきます。一方、区域内には緑地として有効に機能して

いない空間もあり、都市公園としての開設、区民や区を訪

れる人それぞれが快適に利用できるオープンスペースとし

て充実を図ります。 

（※植物や動物が連鎖しあって形成している生態系として

のまとまり） 

 

②シンボル緑地 
本区には、市区改正期や震災復興期等の本区のまちづく

りの歴史や文化的・歴史的象徴といえる緑地空間があり、

これらを骨格を形成するシンボル緑地として位置づけ、そ

の意義に従い一層の充実を図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

③外濠リング 
外濠リングは、江戸時代に見られた緑と水を主役とした都市づくりの思想を現代に復権させ、多くの

人々が緑や水辺の楽しさと、本区の歴史的・文化的魅力を歩いてふれることのできる空間であることか

ら、外濠を中心に隅田川、東京湾と一体となった東京都の都心部を環状に取り囲む緑地として、文京区、

中央区等関連する区と連携を図りながら形成します。 
 

 

1)緑豊かな並木による環状 2号線ゾーン（虎ノ門～赤坂見附） 

2）水辺の自然や桜、紅葉など四季の美しさを感じるお濠ゾーン（赤坂見附～飯田橋） 

3）水辺の交流広場と散策できるルートがある交流ゾーン（飯田橋～水道橋） 

4）神田川沿いに水辺の樹林が続く水辺林ゾーン（ルートは文京区側、水道橋～お茶の水） 

5）橋詰や欄干から都市河川を眺める橋詰ゾーン（お茶の水～左衛門橋） 
 
 



 

 

④日本のビスタ 
本区には日本の顔にふさわしい、日本を象徴する※ラ

ンドマークがあり、これに向かって街路が通り、壮大な

景観を形成しています。このランドマークとランドマー

クにつながる並木を日本のビスタ（眺望）と位置づけ、

日本を代表するビスタ景観として保全・育成をはかりま

す。 

 

 

1）皇居前から東京駅前へのビスタ景観 

2）内濠通りから国会議事堂へのビスタ景観 

3）内濠通りから最高裁判所へのビスタ景観 

（※その土地や場所の目印や象徴となっている建造物、歴史的建築物） 

 

 

⑤テーマゾーン 
本区は山の手と下町が出会う場所であり、広域的にみても南北に緑がのびる「山の手の系」の一 

部に位置づけられます。また、丸の内等は日本の中心地として、都市美を意識して形成された場所 

です。本区において、これらのような自然的・文化的意義があり、緑が重要な役割を果たすべき空 

間をテーマゾーンと位置づけ、「内濠リング」「外濠リング」をつなぐ空間として緑の保全と創造 

を図ります。 

  

 

 

1）丸の内 

東京駅と「内濠リング」をつなぐ日本の象徴      

空間であり、中心地としての都市美や緑と水  

のネットワークを企業参加型で形成する空間  

と位置づけ、都市開発の機会を活用し再生を  

図ります。 

2）永田町・霞が関 

民主主義の象徴であり、ランドマーク・ビス  

タが美しい国会議事堂と、歴史的シンボル緑 

地であるランドマーク日枝神社、日本の行政 

の中心地霞が関がある空間であり、山の手の 

系を形成する緑の丘として、都市開発の機会 

を利用し一層の緑の充実を図ります。 

3）赤坂見附 

風致地区に指定された緑と水のある空間であ  

り、山の手の系を形成する緑の丘として、今 

後も緑の保全を図ります。また外濠リングの 

一環を形成するゾーンであり、緑の中を散策 

できる場として活用を図ります。 

4）飯田橋 

神田川と日本橋川の分岐点にあたる大規模未利用地

であり、「外濠リング」を形成する上で重要な位置

にあります。外濠リングを実現し、日本橋川再生の

一環として、水との結びつきが強く、人々の交流が

できる広場的空間の充実した都市として、都市開発

の機会を活用し緑の創出を図ります。 

5）駿河台 

駿河台台地の先端にあたり、教育施設や公益施設が

公開空地等を創出しながら、緑を確保しつつある空

間であり、山の手の系を形成する緑の丘として、今

後も建築物の建替えの機会を活用し緑の創出を図り

ます。 

6）秋葉原 

特色ある商業業務地が発達した界隈への入口となる

場であり、土地区画整理事業等により、新たにまち

づくりを行う地区です。 

外濠リングを形成する神田川と隣接する空間であ

り、多くの人々が緑の中で交流し、特色ある界隈へ

と誘うことのできる空間として豊かな緑の創出を図

ります。 

 

 



 

 

⑥緑の環境・文化軸 

「外濠リング」と「内濠リング」をつなぐ緑と水の軸であり、本区の緑地構造上その形成 

が最も望まれる緑地です。これにより本区の自然性を高め、まさに緑のアイランドといえ  

る緑と水のネットワークされた空間を形成するとともに、このネットワーク空間を次世代 

に、恵み豊かな環境を伝える文化的意義の高い緑として創出を図ります。  

 

 

1) 神宮外苑、新宿御苑へとつながる放射 5 号線（新宿通り） 

2）本区の中心部を東西に横断し、靖国神社が象徴的な景観を形成する放射 6 号線（靖国通り） 

3）六義園へとつながる放射 7 号線（目白通り） 

4）後楽園へとつながる放射 9 号線（白山通り） 

5）上野公園へとつながる補 94 号線 

6）芝公園へとつながる補 2 号線（桜田通り） 

7）神宮外苑、青山霊園へとつながる放射 5 号線（青山通り） 

8）本区を東西に縦断する日本橋川 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

VI.施策展開の方向 
1.施策の方針 
 

(1）基本方針と施策の体系 
次のように施策の体系を設定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 



 

 

(2）実現のための施策の方針 
    

《①豊かな緑を活用し、調和しながら進める緑のまちづくり》 …… 

■「豊かな緑の次世代への継承」 

 

（a）豊かな緑の保全と充実 

◎大骨格を形成する緑の永久的な保全と充実      ◎内濠リングの利用性の向上 

内濠リングを形成する皇居、北の丸公園、 

内濠等のほか、シンボル緑地である日比谷公 

園、外濠リングを形成する外濠等は、本区お 

よび 23区全域における緑の大骨格として位置 

づけ、今後、社会・経済情勢の大きな変化に際 

しても、永久的に緑地として保全を図ります。 

内濠リングはレクリエーションの場、 

自然とふれあう場、日本の顔になる緑を 

形成する場として、多くの人々に親しま 

れるように、未開設の都市計画公園を開 

設したり、皇居前広場を、訪れる人や区 

民が共に楽しめる緑地として整備する等、 

施設の充実に努め活用を図ります。 

また内濠沿いの道路については、皇居周 

辺道路景観整備計画にもとづき、お濠の水 

と皇居の緑を楽しめる空間として、道路緑 

化の充実、休息スペースの確保等を図ります。 

 

◇内掘通りの修景イメージ（皇居周辺道路景観整備計画より） 

 
 



 

 

◎外濠リングの形成模式 

外濠は「外濠リング」として東京湾からつながる大きな緑のリングを形成するよう緑と水の充実 

に努めるとともに、緑や水にふれあいながら歩いて回れる場として、充実を図ります。 

 

◇外濠リングの形成模式 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

〇各ゾーン毎に次のような形でネットワーク 

の充実を図ります。 

〇環状 2号線ゾーン…… 

樹冠の大きな街路樹として大径木へと育て、 

緑の並木が続く道としていきます。 

〇お濠ゾーン…… 

風致地区や都市計画緑地として保全が図られ 

てきたゾーンです。また隣接する公共公益施 

設等が緑化され、美しい沿道景観が形成され 

つつあります。今後も、桜並木等が続く水辺 

沿いの道として保全を図るとともに、隣接す 

る公共公益施設や道路の緑化を進め、一層の 

充実を図ります。 

〇交流ゾーン…… 

飯田橋の JR貨物用地等を活用して、水辺に 

人々が交流できる場所を確保するとともに、 

飯田橋から水道橋までを緑や花の中で歩ける 

散策路として、確保することも検討していき 

ます。 

〇水辺林ゾーン…… 

風致地区と都市計画緑地に指定され、渓谷の 

ような雰囲気を残している場所です。この緑 

を育てていくとともに、水辺を眺められるル 

ートとして文京区側の環状 2号線を位置づけ、 

ネットワークとします。 



 

 

〇橋詰ゾーン…… 

橋詰毎に、水を感じられる場や水辺の景色

を楽しめる場、景観的にポイントとなる場とし

て周辺の護岸部分の緑化や明るい休憩スペース

の確保等を図り、橋詰をたどりながら水辺沿い

に歩いていけるネットワークルートとしていき

ます。また、水辺を意識した緑化、すなわち川

側から眺めることができる緑の植栽に努めま

す。さらに、都市開発の機会には、水辺側に橋

詰と橋詰をつなぐ散策路が形成されるようにし

ます。 

◎豊かな資源の普及啓発 

区の中心部には拠点的な緑地があり、23区 

の自然環境や生活環境を支えていることを広 

く都民に普及啓発し、緑の保全と充実の気運 

を育てます。 

◎保存樹保全の推進 

保存樹制度により、本区の自然性を支える 

貴重な緑として、保全を国ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇水辺を意識した緑化のイメージ 

 
 

 

 

 

 

 
 

 



 

 

(b）緑の連続性の創出 

◎緑の環境・文化軸の形成 

骨格を形成する面的な緑地が充実しているのに

対し、これらをつなぐ緑が不足していることか

ら、区の中央部を拠点とする緑と水（皇居と周囲

の濠）と、23区において広域的にネットワークさ

れた空間を創出するうえで重要な日本橋川と道路

を「緑の環境・文化軸」と位置づけ、豊かな緑の

連続性を創出していきます。 

 

緑の環境・文化軸のうち道路を基盤とするもの

は、次のような空間の形成を図っていきます。 

 

①シンボリックな景観形成を図る緑のアーチ型…… 

大きな街路樹がアーチ状に続く道 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②内濠リングの自然を 23区へと広げるエコロード

型…… 

日比谷公園前の緑化道路等のように多様な樹種、

多層で自然式の植栽形式が続く道 

 

 

これらの空間の創出は、次世代に恵み豊かな

環境を継承する文化的意義の高いものとし、長

期的な視点で形成を図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 



 

 

日本橋川は次のような空間として修景します。 

 

1)河川と一体となった都市開発 …… 

：飯田橋の」R貨物用地等を、飯田橋から水道

橋へと歩いて回れる外濠リングとなる散策路

とするほか、日本橋川の水辺を活用し、日本

橋川沿いの散策路や広場のある空間として再

生することを推進していきます。 

2）一般道との交差部分の重点的な修景 … 

：一般道と交差する部分で、 

〇橋詰の修景 

〇高架下の化粧と光の取り込みによる明るい空  

間の形成。 

〇首都高速道路の壁面の緑化 

〇緑化した支柱を設置する等の立体的な緑化 

等により重点的な緑の景観形成を図ります。 

3）河川沿川の区立公園等において … 

：親水性のある公園の再整備等によって、水と  

緑の空間の創出を図っていきます。 

◎沿道の緑化 

これらのルート沿道では、市街地開発事業、  

特定街区、総合設計制度、地区計画等の手法 

を用い、沿道側の道路と一体となったオープ 

ンスペースが確保されるよう誘導を図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
◇日本橋川の修景場所 

 

 

 



 

 

■「都市開発と調和したオープンスペースを利用した緑づくり」 

 

（a）緑のコミュニティ拠点の形成  

区では規模の大きい緑地が充実している 

のに対し、身近な緑地が不足しています。 

このため地域の人々が交流したり、散策 

や運動ができる身近な緑地や、例えば学校 

やコミュニティ施設等を一体とするなどの 

緑のコミュニティ拠点を、概ね 250m誘致圏 

を満たすように確保していきます。なお不 

足している屋外スポーツ施設については、 

隣接区等と連携を図っていきます。 

確保方策については既存施設の活用等によ 

るほか、市街地開発事業や公開空地等の多様     

な方策により取り組んでいきます。 

 

(b）まちづくりと連携したオープンスペース整備 

土地利用の高度化に伴って、建物の建て 

替えが進み、その際に確保された広場や公開     

空地が主要なオープンスペースの一つとなり

つつあります。 

今後も公共と民間が連携を図りながら、多     

様な手法でオープンスペースの確保を進めま   

す。 

◎オープンスペース配置の考え方 

各種手法で確保するオープンスペースは、次

のような配置を基本的な方針とします。 

1）接道部側にオープンスペースを設け、道路と

一体となった空間を確保し、高木等を導入す

る空間を確保します。 

2）公共施設と隣接する場合は、公共施設側にオー 

プンスペースを設け、公共施設と一体となった 

空間を形成します。 

3）他のオープンスペースが周辺にある場合、その

空間が確保されている側にオープンスペースを

配置し、組み合わせて有効な空間となるように

配慮します。 

4）通路型オープンスペースを設けて、緑の道を形 

成します。 

 

◎活用する手法 

1）市街地開発事業において …… 

土地区画整理事業や市街地再開発事業等では、 

積極的に緑地や緑化スペースの確保を図ります。 

2）地区計画や再開発地区計画において …… 

地区施設となる緑地や広場を位置づけます。 

また壁面の位置指定による緑化スペースの創 

出や、接道部の緑化等の位置づけを図ります。 

3）公開空地において …… 

特定街区や総合設計制度にもとづき、公開性 

が高く、休息機能を有する公開空地の確保に 

努めます。 

◎管理方策の検討 

人々の交流や休憩の場、都市の緑の景観の 

提供等公益性の高い公開空地等のオープンス 

ペースの確保を推進するため、一定の要件を 

満たすものへの管理の支援や、公共への管理 

の移管等の方策を検討します。 

◎敷地確保方策の検討 

今後、市街地開発事業が想定されるような 

区域で袋小路となっている場所の小規模な用地 

等を確保しておいて、都市開発の機会に換地 

を行うことにより、まとまりのある用地とし 

てのオープンスペースとなって活用する等、 

少しでも公園等として活用できる用地確保の 

方策を検討します。



 

 

オープンスペース配置の考え方 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

(c）公共施設の有効活用 

◎公共施設の公園化 

公共施設の更新の際、複合利用や用途変更 

を行う等により用地を創出し、身近なオープ 

ンスペースとして整備を図ることを検討し 

ます。 

とくに街区公園の他、公開空地等のまとま 

りのあるオープンスペースも身近にない地域 

では、区民の災害時の必要性や誘致圏を踏ま 

えて、公共施設の跡地利用としての公園化を 

検討します。 

◎公共公益施設でのオープンスペース確保 

区には官舎や公共系の住宅、学校が多く立 

地しています。これらの建替えの際、接道部 

側に公開性のあるオープンスペースを確保 

し、地域に身近な休息・修景空間を提供する 

ことを誘導します。 

◎複合利用の推進 

公共公益施設や大規模施設において施設上部 

を緑化しオープンスペースとして利用する等、 

空間の複合利用の推進を図ります。 

公共用地を含むような施設の再開発を行う場合    

には、公共用地をまとめて公園や広場として利 

用することが考えられます。 

 

 

(d）既存施設のリフレッシュ 

本区では周辺土地利用の変化や要望、必要 

性の変化に応じ、区立公園の再整備を図り、 

機能強化に努めてきました。今後も次のこと 

に配慮しつつ、既存のオープンスペース強化 

を図ります。 

1） 地域コミュニティに資する明るく開放的な

雰囲気と広場機能の向上 

2） 地域のシンボルとなるような特徴的な空間

づくり 

3） 高齢化社会の到来や、福祉の街づくりを踏

まえた形態や構造の公園づくり 

4）災害対応に配慮した広場やトイレづくり 

5）街かどに、文化的香りを与える場の創出のた 

めの配慮 

6）隣接する施設や道路等との一体的な整備によ 

る空間の有効利用 

7）生態系を視野に入れた公園づくり 

 

 
 

 

 

 
 

 
 

 

 

 
 



 

 

《②目に映る緑や緑のネットワークが充実した緑のまちづくり》 …… 

■「沿道緑化による緑の街並み形成」 

 

 

（a）民間施設等の緑化推進 

緑は接道部に配置したり、建築物との関係 

の配慮により、より効果的な導入ができます。 

区では現在、新設の区立公共施設について「公 

共施設緑化推進要綱」により緑化基準を設け、 

緑地の確保に努めています。また、既設の施設 

についても「公共施設緑化運用指針」に基づい 

て、その施設に適した手法により緑化を図って 

います。 

民有地については、敷地規模 1,000㎡以上に 

おいて都条例に基づいた緑化指導指針が定めら 

れています。 

今後は、都の緑化指導指針対象施設を含む一 

定規模以上の民間施設について、要綱により緑 

化基準および手続きを定め、緑化推進していき 

ます。さらに、要綱による量的な緑化の確保に 

合わせて、立地状況および地域特性などに配慮 

した質的な緑化手法の提案をおこなっていきま 

す。 

区以外の公共施設についても、区の方針に即した

緑化を働きかけていきます。 

 

(b）公共公益施設でのモデル的な緑化の推進 

本区は公共公益施設用地の比率が高く、約 

7割を占めています。（東京の土地 1995非課 

税地面積による）また、富士見地域をはじめ 

として、公共公益施設が集中して立地してい 

る地域もあります。 

このような公共公益施設用地において、積 

極的に緑を創造することは、緑の街並みを形 

成するうえで著しく効果が高く、区立の施設 

以外の公共公益施設をも対象に次のようなモ 

デル的な緑化の推進に努め、緑の形成に寄与 

します。 

1） テラスや屋上部分に緑化することによる、 

緑化面積の拡大 

2） 壁面後退による、道路と一体となった緑化 

のできるの空間の創出 

3） 接道部側の緑化に止まらず、フェンスや塀 

の外側（道路側）を緑化することによる、 

目に見える緑の量の拡大 

4） オープンスペースを活用し、木陰のできる 

高木緑化の推進 

 

 

 
 

 

 
 



 

 



 

 

 

(c）緑のスポットの形成 

◎100年の木の育成 

21世紀を数年先に控え、新世紀を見越し

た環境形成が求められており、豊かな緑の形

成のうち、とくに風格ある大径木の育成につ

いては長期間を必要とすることから、22世

紀も見据えた l00年単位で考える必要があり

ます。そのため公園用地や公共公益用地等を

活用し、長期間かけて大径木を育成し、次世

代へ緑を継承する、象徴的な植樹を図りま

す。 

◎小さな緑のスポット形成 

区では土地利用の高度化が進み、まとま 

った緑化用地を確保することが、困難な状況 

にあります。一方で各種の史跡や駐車場とし  

て利用されている用地等では、小規模な空地 

が見られる場所があります。 

このような小規模なスペースを緑のスポッ 

トと位置づけ、1本の中高木を植栽する、低 

木の植え込みを形成する、立体花壇を設置す 

る等の手法により、小さな敷地を活用した四 

季にふれることのできる緑を増やしていきま  

す。 

緑のスポットは公有地、民有地に係わらず  

展開することとし、民有地においては、緑化  

を区が支援することを検討します。 

緑のスポットの配置場所は次の沿道を検討

します。 

1）都で指定している歴史と文化の散歩道沿い 

2）区で指定しているふるさと文化の散歩道 

3）小・中学校の指定通学路沿い 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

■「多様な道路の緑の形成」 

 

(a）多様な植栽形式の導入 

単一形状の単一樹種で並木を形成する

ことに加え、次のような植栽形式を取り

入れていきます。 

1) 都市特性に応じた樹種の導入 …… 

高層化による日照条件の悪化や、少な 

い植栽基盤による土壌の乾燥化、限ら 

れたスペース等の環境を考慮し、日陰 

や乾燥に強い樹種等の都市の特性に応 

じた樹種の導入を図ります。 

2）変化のある植栽形式 …… 

高木、中木、低木、グランドカバーの

みの一層植栽や、これらを組み合わせ

た二層植栽等、途中に花壇を設けた

り、景観的に変化のある緑化手法の導

入を図ります。 

3）自然性の高い植栽 …… 

鳥やチョウが吸蜜できる花、食餌でき

る葉や実のなる樹木や草を活用した緑

化、生物が移動しやすい草本、低木層

や高木層がある緑化等を行い、自然性

の高い緑化手法の導入を図ります。 

4）場所を取らない植栽 …… 

つる植物を防護柵やフェンスにはわせた

り、隅切部等に部分的に植栽地を設け、 

狭い場所でも育つ低木や花を植栽する 

等、場所を取らないする緑化手法を導入 

し、街路樹が植栽できない区間への緑化 

の拡大を図ります。 

5）花の道づくり …… 

支柱や壁に花鉢を取り付けた立体的な花 

壇や、防護柵や駒止め等に花鉢を設置し 

たりし、花による緑化した道づくりを図 

ります。このような場所に設置する花鉢 

は、学校・企業で育てたものを用いるほ 

か、それらの日常管理は学校や企業と連 

携し行います。 

 

6）テーマをもった道づくり …… 

トチノキ通り（マロニエ通り）等、樹種を 

通りの名称としている場所があり、今後も、 

花木や生物が好む樹種で構成した通り等を形 

成し、愛称をつけて親しまれる緑化を図ります。 

 



 

 

 
 

(b）植樹帯等の地域への開放 

土や緑にふれ合える場として植樹帯を位置づ

け、次の取り組みを行います。 

1）道路の緑愛護会の結成推進 …… 

地域住民や企業が、植樹帯等の管理をおこな 

う愛護会の結成を図ります。 

2）みんなの花壇の設置 …… 

申し込んだ団体が自由に花を植え、また育 

てることのできる「みんなの花壇」を植樹 

帯等を設け、土とふれ合え、自主管理を行 

う場所を検討していきます 

 

■「人々を迎える緑のゲートづくり」 

 

 

（a）緑のゲートの形成 

交通の結節点や駅、門、橋詰等に区を訪れる

人々に緑が感じられる空間を、場所をとらない立

体的な緑化手法を用いて、形成します。 

 

 

◇植樹帯等の地域への開放 

 

 

 

 
 

◇立体花壇による緑のゲート（１） 

 
 
 
 
 

 

 

◇立体花壇による緑のゲート（２) 

 

 

◇ 



 

 

《③住民・企業・行政が一体となって進める緑のまちづくり》 …… 

■「緑を増やす意識づくり・きっかけづくり」 

 

 

(a）みんなの花壇で進める緑のまちづくリ 

「みんなの花壇」は、申し込んだ団体や有志が

自由に花を植え、育てることのできる花壇を提

供するもので、市民・区民農園の花壇版と言え

るものです。 

 

 

 

このような花壇を植樹帯や公開空地、公共施 

設の広場、公園等に数多く設け、区民が自由 

に土とふれあえ、自主管理を行える場所とし 

て創出していきます。 

 
 

 



 

 

(b）緑と文化を学ぶ機会の充実    

本区には、江戸時代からの緑と水に基調 

をおいたまちづくりによる豊かな緑が、資 

産としてもまた文化的な意味合いとしても 

高いものとなっています。 

この緑をより一層充実し将来に受け継いで 

行くことが、現代の世代の責務です。そのた 

めに区民および企業が一体となり、将来に向 

け緑を伝えるまちづくりを進めるため、普及 

啓発の仕組みの充実を図ります。 

普及啓発は下表の手順を基準とし、多様な 

場面で行います。 

◎緑に関する生涯学習の充実 

社会教育や学校教育、家庭教育それぞれの 

場面で、緑に関する学習が充実するよう各種 

の情報提供を行います。 

 

 

 

 

区内には私立の学校も数多くあります。 

「23区の自然を支える千代田」に立地してい 

ることから、各種環境学習や内濠リング・外 

濠リングを活用した体験学習が図れるよう教 

育機関への要請を図ります。 

区民講座等を利用し、自然観察や緑化活動体 

験等が行える機会を充実させ、社会教育の中で 

緑に関する学習を充実します。 

 

◎緑の情報提供 

内濠リングや外濠リング等の区の緑の魅力、自 

然や緑に関する学習会、区民や企業の緑化活動等 

に関する情報を、広報やパンフレットを通じて提 

供します。 

1）観察会等のイベント 

2）講習会等社会教育 

3）公園や広場の案内板等のセルフガイド 

4）緑の相談所等の組織 

5）広報・パンフレット等出版物

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

(c）小さな緑づくり運動の推進 

土や苗木の配付の人気は高く、区民等の緑 

への関心・要望の高いことを示しており、 

「一家に一つでも緑を」を合言葉に、窓辺や 

ベランダ、玄関口等での緑づくりや花づくりを

推進します。 

◎セットの配付 

ベランダや屋上での緑づくりを行うための 

小規模なセットの配付をイベント等を活用し 

て行い、緑化活動を支援します。 

◎PRの推進 

パンフレット等を用いて、ベランダ等での 

緑化手法等の普及啓発活動を図ります。 

 

■「緑の組織・体制づくり」 

 

（a）緑の自主管理組織の育成 

区民等が清掃や花壇の手入れ、草取り等簡易

管理を行う緑の自主管理組織を、道路の緑や公

園を対象として、地域住民や企業によるものの

結成を促進します。 

さらに愛護会の協議会を発足し、お互いが情報

交換を行いながら、身近な緑とのふれあいや管理

が行える仕組みを整えます。 

 

(b）緑の相談所の設置 

自然の魅力、園芸の方法、ビオトープづくりの

方法など、自然や緑に関して区民が自由に相談す

ることのできる相談所を、植木即売会の際に加

え、様々な緑のイベントにおいて設けることを検

討します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(ｄ）緑のイベントの推進 

◎緑の企業コンクール・表彰 

毎年、本区の緑化活動に寄与した企業へ表彰 

や広報等での紹介等を行い、企業参加型の緑づ 

くりを推進します。 

◎花壇、花づくりコンクール 

みんなの花壇や、区民参加の花による道路緑 

化等をコンクール形式で進め、普及啓発を兼ね 

た緑化運動を展開します。 

◎千代田緑まつり 

各種普及啓発活動を一向に会して行う区のイ 

ベントの開催を検討します。 

 

 

 

 

(c）千代田緑のトラスト運動の確立 

区民や企業と一体となって緑づくりを進める 

には、場所、活動する人々、リーダー、情報、 

資金等様々な力が必要となります。 

また資金提供の人、時間（活動）提供の人、 

知恵提供の人等、各人各団体の実情や得意分野 

に応じて提供の促進がされると、緑づくりは一 

層推進されると考えられます。 

基金と活動を組み合わせて、日本と地域の顔 

となる緑を形成するトラスト組織の確立を検討 

します。 

 

(d)緑地保全・緑化推進法人（みどり法人）制度と 

市民緑地認定制度の活用検討 

緑地の保全や緑化の推進に取り組む公益法 

人、特定非営利活動法人及び民間団体等を都市 

緑地法に基づく緑地保全・緑化推進法人（みど 

り法人）に指定することで、市民緑地の設置な 

ど、様々な緑化施策へ展開することを検討します。 

 
 
 

 

 
 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

（実現のための住民・企業・行政の役割分担） 
 

施策の実現のためには、区が積極的に取り組むことはもとより、都・国の協力、区民や企業の 

緑に関する理解と緑化活動への協力なしには実現し得ません。このため、次の役割分担のもとに、 

計画実現に向けて取り組みを進めていきます。

 

 

 

 

 

 

〇街づくり協議会などのまちづくり、緑づくりに関する組

織的な活動への参加と意見の発表 

〇身近な公園や道路植栽等の管理や育成 

〇ベランダや窓辺、屋上を利用した緑づくり、自然づくり 

〇子供達に緑の大切さなどを継承 
 

 

 

〇日本の中心地・千代田、世界の顔・千代田に立地するに

ふさわしい責任ある都市美づくりへの参加 

〇地域に貢献する緑地創出・緑化推進、緑化活動、基金へ

の支援などの実施 

〇職場環境の一環としての緑の創出 

 

 

 

〇区の方針に基づいた緑のまちづくりの推進 

〇都有地・国有地での都市開発や、建築のモデルとなる緑

のオープンスペースの積極的な創出 

〇都市開発や建築物の立替え機会における、適切な緑地の

創出と緑化のための指導 

〇管理施設の緑化の推進による沿道景観の向上 
 

 

 

〇緑のまちづくりの全体調整 

〇環境保全、景観形成、レクリエーション、防災等に資す

る地域レベルの緑を充実するため、区立公園等の整備や

再活性化、道路や公共施設の緑の充実 

〇本区の魅力を住民・働く人・学ぶ人・集う人に伝える仕

組みの充実 

〇都市開発や建築物の立替え機会における、適切な緑地の

創出と緑化のための指導 

〇区民が土に親しめる場所の提供と緑化活動の支援 

 



 

 

Ⅶ.地域別緑の整備方針 
１.地域別緑地の配置と緑化の方針 
(1）地域の緑の特徴 

本区は内濠を取り囲むように、住む人・働く人どちらもが係わる場所と働く人がほとんどの場所 

のいずれかのタイプが広がっており、また山の手の地域・下町の地域があり、緑の分布状況が異な 

っています。地域別の緑地の配置は、これらの地域特性を配慮しながら進めます。 



 

 

(2）基本的考え方 

地域レベルの緑の将来像にもとづき、地域内には、地域の核となる緑や地域の環境を向上 

させる点在する緑、そしてネットワークする緑を地域の特性に応じて配置するほか、交通 

の結節点や景観上の要所となる場所には、目に映るシンボリックな緑を配置し、これらに 

より地域の緑の基本的な骨格を形成します。 
 

 



 

 

 

(3）ゾーン別方針 

①住居的性格の強いゾーンの緑の方針 

……番町地域、富士見地域……その大部分が山の手に立地し、外濠、靖国神社、清水谷公園等まとまり 

のある緑地があるほか、緑被率も 15%程度と比較的緑に恵まれています。

また、敷地に余裕の見られるマンションや学校、大使館、病院、官舎等 

の公共公益施設が多いことも特徴となっています。 

 

◇住居的性格の強い地域での緑のイメージ 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇数多い公共公益施設を活用して、公開性のあ 

る空地の創出や、接道部側の緑化を行い、 

緑の沿道景観を形成します。とくに集中して 

立地している区間で積極的に取り組みます。 

またマンション等街区の大きな民有地におい 

ても、地区計画等を活用したり、公開空地の 

確保や接道部側、塀の道路側に緑化スペース 

を創出するように取り組み、緑の沿道の景観 

を形成します。 

〇大径木となっている樹木が点在しており、こ 

れらの保全に取り組みます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇休息できるスペースやコミュニティの拠点と 

なるスペースが不足している部分もあり、既 

存の緑地を活用しながら充実します。 

〇駐車場等においても 1本の木を植える等によ 

り少しでも緑を増やしていきます。 

〇未利用地等の一時的な利用方法として、花壇 

等として活用することを検討します。 

〇JR貨物用地等は、緑と水の交流やコミュニティ 

拠点の確保等において重要な場所にあり、広場 

の確保や緑化の推進を図る場所として都市開発 

の検討を行います。 



 

 

②職住調和型の性格の強いゾーンの緑の方針 

……神保町地域、神田公園地域……下町に立地し、商業業務施設を主体とした集密な土地利用が行われ、 

万世橋地域、和泉橋地域   緑地や緑が著しく不足している状況にあります。また駿河台を除き、 

公共公益施設の比率は山の手の地域に比べ、少なくなっています。一 

方、震災復興公園や神田川、橋詰、街路樹等が貴重な緑となっていま 

す。古くから住んでいる住民が多く、高齢者比率も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇市街地開発事業、地区計画、建築物の集合

化・高層化・不燃化等の建て替えの機会等

を活用し、接道部側への公開空地や緑化ス

ペースの確保に努め、小規模なオープンス

ペースを確保します。その際、道路や沿道

の緑化を図るネットワーク沿いに行われる

ように配慮します。 

〇多様な植栽形式により、道路の緑の質を向

上させたり、花やつる植物等の植栽スペー

スをとらないものにより緑化を行う等で、

少しでも緑を増やしていきます。 

〇植樹帯を地域に開放したり、自由に区民が

利用できる花壇を設置する等して、区民が

緑化を行える場所の提供に努めます。 

〇駅前等の交通の結節点や、日本橋川沿いに

立体的な緑化を行い、自に見える効果の高

い緑化を図ります。 

〇駐車場に木を 1本植栽する等、小さな緑の

スポットを増やしていきます。 

〇ベランダや屋上等を活用した緑化の普及啓

発により、小さな緑を増やしていきます。 

〇コミュニティの拠点となる公園が誘致圏的

に不足している場所では、公共施設の跡地

利用等により、確保を図ります。 

〇橋詰は、水辺の景色を楽しめる場として、

また景観的にポイントとなる場として、修

景や休息スペースの確保等を図ります。 



 

 

③業務的性格の強いゾーンの緑の方針 

……大手町・丸の内・  ……日本の玄関口であるとともに、政治・経済の中心であり、日本の顔とな 

有楽町・永田町地域   る地域です。日比谷公園や国会議事堂前庭、日枝神社等は、区内におい 

ても最も緑地と緑の多い地域であり、電線の地中化や一団地の官公庁施 

設指定等により、余裕ある敷地にボリュームある緑が創出されています。 

なお丸の内・大手町・有楽町では将来に向け、再開発の気運が高まってい 

ます。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

〇日本の顔にふさわしい大街区に、ゆとりのあるオー

プンスペースが確保され、ボリュームある緑が育成

する空間の維持形成を、今後とも目指します。 

〇緑の創出は、そこに立地する企業の責務ととらえ、

公開性の高いオープンスペースの創出や余裕ある歩

道などにより、ボリュームある緑の育成を促進しま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

〇街区の整備が必要な地域については、再開 

発の際に、道路と一体的に整備することに 

より、大径木が育成できる空間を生み出す 

ほか、街区内を貫通する緑の通路状の公開 

空地が確保できるよう促進します。また、 

交流の拠点となる場所には、都市※プラザ 

を設ける等の周辺の建築物と一体となって 

利用できる空間が創出できるよう配慮しま 

す。             （※広場） 

〇既に街区が整備されている地域については、 

街並みの連続性を重視し、緑豊かな街路樹や 

ポケットパークを中心とした整備を図るほか、 

低層部への屋上緑化を進めます。 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

Ⅷ.計画の実現に向けて 
計画の実現に向けて次の事項に取り組んでいきます。 

 

(1）方針の具体化 

本計画は、本区の緑のあり方や今後 20年間にわた

る緑のまちづくりの方針であり、本計画にもとづき区

内部に相互調整を行う場を設け、各種事業や施策の実

現化へ検討や調整を行い、その結果に基づいて各所管

課において実施計画を策定します。 

また必要に応じ、その実施計画を区実施計画として

位置づけたうえで、区の総意として緑のまちづくりに

取り組んでいきます。 

 

 

 

 

 

 

(2）都・区との連携の強化 

区には都や国に係わる施設が数多くある 

他に、建築指導など都が大きな役割を果す 

行政事務があります。 

緑のまちづくりの実現のためには、区が 

地域リーダーとして計画推進することはも 

ちろんのこと、都や国とも連携して、公共 

施設の緑化や民間施設の公開空地の設置・ 

緑化等を推進していく必要があります。 

そのため、本計画の主旨を関係機関に理 

解を求めるとともに、適宜調整を図りつつ 

緑のまちづくりを進めます。 

(3）住民・企業との連携強化 

緑のまちづくりの主役は住民であり、企 

業です。 

このことを念頭に置き、広く住民・企業 

に対し理解を求めるとともに、区において 

も連絡・協議の場や緑化活動の受け皿、各 

支援方策の充実等に努め、住民・企業・行 

政の一体化により本計画実現に取り組みま 

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

〔用語解説〕 
 

オープンスペース …… 

構造物のない、ある一定の地域的な広がりのある空間。 

開発許可 …… 

都市計画法による開発行為に対する許可制度。 

都市計画区域内において開発行為をしようとする者は、あらかじめ都道府県知事の許可を受けな 

ければならない。都市計画区域の無秩序な市街化を防止し、良好な都市環境を確保するための、 

都市計画制限の一種である。 

公開空地 …… 
建築基準法に規定された総合設計による建築物の敷地内の空地などのうち、歩行者が日常自由に 

通行又は利用することのできる緑地・施設等をいう。 

形状、機能により、道路に沿って設ける「歩道状空地」、敷地内を貫通して公共施設相互を結ぶ 

「貫通通路」、ポケットパークのような「広場状空地」に区別される。 

修景 …… 
元来、造園上の用語で庭園美化などを意味するが、近年は建築物や公共施設の形態・意匠・色彩を、 

周囲の街並みに調和させることやストリートファニチャー（バスの停留所、公衆電話ボックス等 

の小建造物やベンチ、街路灯、郵便ポスト、屑入れ等）の配置など、都市計画的な景観整備一般を 

指すことが多い。 

住区基幹公園 …… 
主として近隣住区内の住民の安全で、快適かつ健康的な生活環境およびレクリエーション、休養の 

ためのスペースを確保し、住民の日常的な身近な利用に供するために、近隣住区を利用単位として 

設けられた基幹公園。 

基幹道路等に囲まれたおよそ 11㎡、人口 l万人の標準近隣住区を計画単位として、整備すべき公園 

の種類を総称して言う。機能から街区公園、近隣公園、地区公園に区別される。 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

樹林地 …… 
緑の実態調査で把握された 300㎡以上の樹木のまとまりを示す。 

総合設計制度 …… 
一定幅員以上の道路に接する一定規模以上の敷地を有し、かつ一定割合以上の空地を確保した建築 

物について、特定行政庁が交通上、安全上、防火上、衛生上支障がなく、市街地環境の整備改善に 

資すると認めて例外的に許可したものに関し、容積率や斜線制限を緩和する制度（建築基準法第 

59条 2)規制緩和が目的ではなく、市街地環境の整備を図ることを目的として設けられたものである。 



 

 

都市基幹公園 …… 
主として区域内に居住する区民の安全で、かつ健康的な生活環境及びレクリエーション、休養の 

ためのスペースを確保するために、都市を単位として設けられた基幹的公園、大公園規模。機能 

から総合公園と運動公園に区別され、災害時の避難場所としても利用される。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ヒートアイランド現象 …… 
都市部は郊外に比べ気温が高いため、等温線が島状になる現象をいう。原因として、人間の生活や 

産業活動に伴う人工熱の放出、大気汚染による。また土地の多くがコンクリートやアスファルト等 

の人工構造物に覆われているため、緑被地が少なく、水分の蒸発による温度低下が望めない。 

ビオトープ …… 

植物や動物が連鎖しあって形成している生態系としてのまとまりのこと。 

樹林や草地、池等多様な環境を含む広範囲の面として捉えたり、小さな池と数本の植木等小さな点 

として捉えたりする。生態学的にみても、良好な環境空間と捉えられることが特徴である。 

緑地協定 …… 
都市緑地保全法にもとづき、都市計画区域内の相当規模の一団の土地等の所有者等の全員の合意に 

より、区長の認可を受けて、締結される緑地の保全または緑化に関する協定。 

緑視率 …… 
高さ 1.5mの視点で 35mmカメラを用い、水平に撮影した写真（水平画角 54°垂直画角 38°）の中に 

ある緑の割合を示し、パーセンテージで表す。緑被率が平面的な緑の量を把握する尺度であるのに対 

して立面的な尺度として用いるもので、視野の範囲中の樹木等の緑の占める面積の割合。 

緑地 …… 
都市緑地保全法では、「樹林地・草地・水辺地・岩石地、これらに類する土地で、良好な自然環境 

を形成しているもの」とし、土地利用の区域を示す。ここでは、公共施設緑地、民間施設緑地、環 

境緑地などの法令で確保された地域性緑地を扱う。 

緑被地 …… 

樹木や草地で覆われた区域のこと。水面を含む場合と含まない場合があるが、ここでは但し書がな 

い場合、水面を含まない場合をしめす。 

緑被率 …… 
一般には、ある地域または地区の全面積に対して、ここでは樹木地と草花などで覆われた土地（緑被

地）の占める割合。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 



 

 



 

 

 


